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1.  平成25年3月期の連結業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 24,598 6.0 698 80.5 744 70.9 426 25.7
24年3月期 23,216 3.0 387 238.3 435 204.7 339 ―

（注）包括利益 25年3月期 461百万円 （35.9％） 24年3月期 339百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年3月期 48.26 ― 12.7 6.4 2.8
24年3月期 38.39 ― 11.5 4.1 1.7

（参考） 持分法投資損益 25年3月期  ―百万円 24年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 12,148 3,567 29.4 404.00
24年3月期 11,067 3,119 28.2 353.25

（参考） 自己資本   25年3月期  3,567百万円 24年3月期  3,119百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年3月期 1,515 △472 △500 3,619
24年3月期 1,453 △51 △459 3,050

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年3月期 ― 0.00 ― 1.50 1.50 13 3.9 0.4
25年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00 52 12.4 1.6
26年3月期(予想) ― 0.00 ― 6.00 6.00 10.0

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,790 3.4 330 9.7 320 23.2 260 31.6 29.44
通期 25,460 3.5 740 5.9 720 △3.2 530 24.4 60.02



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第14条の７（会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合）に該当
するものであります。詳細は、添付資料P.17「４．連結財務諸表（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 有
③ 会計上の見積りの変更  ： 有
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期 8,882,908 株 24年3月期 8,882,908 株
② 期末自己株式数 25年3月期 52,580 株 24年3月期 52,314 株
③ 期中平均株式数 25年3月期 8,830,445 株 24年3月期 8,830,654 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成25年3月期の個別業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 22,240 4.7 622 60.9 680 50.3 428 26.4
24年3月期 21,251 3.8 386 222.5 452 167.4 338 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年3月期 48.53 ―
24年3月期 38.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 11,756 3,468 29.5 392.80
24年3月期 10,779 3,051 28.3 345.59

（参考） 自己資本 25年3月期  3,468百万円 24年3月期  3,051百万円

2. 平成26年 3月期の個別業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基く監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基く連結財務諸表に対する監査手
続きが実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基いており、その達成
を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料の３ページ「次期の見通し」をご参照ください。 

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,480 2.2 290 12.8 230 21.6 26.05
通期 22,820 2.6 640 △6.0 500 16.7 56.62
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(1）経営成績に関する分析 

① 当期の経営成績 

（連結） 

（個別） 

当連結会計年度におけるわが国経済は、震災復興需要や政権交代後の経済政策への期待感による円高の修正、株価

の回復等を背景に、企業収益の改善や個人消費の持ち直しの動きがみられるものの、海外経済の下振れなど、国内経

済を下押しするリスクもあり、なお先行き不透明な状況が続いております。  

外食産業におきましては、お客様の節約・低価格志向が依然強く、加えて業界内の競争・競合の激化や食材価格の

高騰等により経営環境が益々厳しくなっております。 

このような状況の中で当社グループといたしましては業界最先端企業を目指し、「鮮度と笑顔」をキーワードに、

他社との差別化を図り、より一層の接客サービスの向上に取り組んでまいりました。 

この結果、当連結会計年度の業績は、売上高245億９千８百万円（前年同期比6.0％増）、営業利益６億９千８百万

円（前年同期比80.5％増）、経常利益７億４千４百万円（前年同期比70.9％増）、当期純利益４億２千６百万円（前

年同期比25.7％増）となりました。  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

（レストラン事業） 

レストラン事業におきましては、既存店の来店客数増加を維持し、客単価アップを図るとともに、店舗収益力を強

化するため、各種営業政策を実施してまいりました。 

店舗展開につきましては、前連結会計年度と同様に「魚べい」に経営資源を集中し、「すしおんど」から「魚べ

い」への業態転換を推進いたしました。  

当連結会計年度におきましては、新設店７店舗を出店し、不採算店等12店舗を退店したことにより、総店舗数は

160店舗となりました。また、改装等につきましては業態転換を含め12店舗を実施いたしました。  

この結果、レストラン事業の業績は、売上高233億７千１百万円（前年同期比5.8％増）、セグメント利益４億２千

万円（前年同期比163.5％増）となりました。  

１．経営成績・財政状態に関する分析

  前連結会計年度（百万円） 当連結会計年度（百万円） 前年同期比（％） 

売上高  23,216  24,598  6.0

営業利益  387  698  80.5

経常利益  435  744  70.9

当期純利益  339  426  25.7

  前期（百万円） 当期（百万円） 前年同期比（％） 

売上高  21,251  22,240  4.7

営業利益  386  622  60.9

経常利益  452  680  50.3

当期純利益  338  428  26.4
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（フランチャイズ事業） 

フランチャイズ事業におきましては、フランチャイズ先との良好な関係維持と新規出店の促進を図るため、派遣指

導等を充実するとともに季節メニューの紹介や食材の販売強化に取り組んでまいりました。  

店舗展開につきましては、香港に９店舗、中国に４店舗、シンガポールに１店舗を出店し、また、香港で２店舗、

中国で１店舗を退店したことにより、総店舗数は70店舗となりました。  

この結果、フランチャイズ事業の業績は、売上高12億９千２百万円（前年同期比8.9％増）、セグメント利益３億

７千万円（前年同期比32.2％増）となりました。  

② 次期の見通し 

（連結） 

（個別） 

今後の見通しといたしましては、経済政策、金融政策等の効果を背景に、企業マインドの改善にも支えられ、徐々

に景気回復へ向かうことが期待されておりますが、海外経済の下振れ懸念など、なお先行き不透明な状況が続いてお

ります。外食産業におきましても、競争・競合の激化や食材価格の上昇等により、厳しい経営環境が続くものと思わ

れます。  

当社グループといたしましては、「鮮度とスピード」「笑顔と情熱」をキーワードに、他社との差別化を図り、最

大の営業力を生み出す「人と仕組み」の再構築に取り組んでまいります。  

以上により、次期の業績見通しといたしましては、売上高254億６千万円（前年同期比3.5％増）、営業利益７億４

千万円（前年同期比5.9％増）、経常利益７億２千万円（前年同期比3.2％減）、当期純利益５億３千万円（前年同期

比24.4％増）を見込んでおります。 

(2）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

資産合計は、前連結会計年度に比べ10億８千１百万円増加し、121億４千８百万円となりました。これは主に、現

金及び預金の増加５億６千８百万円、リース資産の増加６億７千４百万円があったこと等によるものであります。 

（負債） 

負債合計は、前連結会計年度に比べ６億３千３百万円増加し、85億８千１百万円となりました。これは主に、リー

ス債務の増加４億１千６百万円があったこと等によるものであります。 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度に比べ４億４千７百万円増加し、35億６千７百万円となりました。これは主に、当

期純利益の計上４億２千６百万円があったこと等によるものであります。 

この結果、１株当たり純資産額は50.75円増加し、404.00円となり、自己資本比率は1.2ポイント上昇し、29.4％と

なりました。 

  当連結会計年度（百万円） 
次連結会計年度予想 

（百万円） 
前年同期比（％） 

売上高  24,598  25,460 ＋  3.5

営業利益  698  740 ＋  5.9

経常利益  744  720 △  3.2

当期純利益  426  530 ＋  24.4

  当期（百万円） 次期予想（百万円） 前年同期比（％） 

売上高  22,240  22,820 ＋  2.6

営業利益  622  650 ＋  4.4

経常利益  680  640 △  6.0

当期純利益  428  500 ＋  16.7
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② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ５億６千８百

万円増加し、当連結会計年度末には36億１千９百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は、15億１千５百万円（前年同期は14億５千３百万円）となりました。これは主に、

税金等調整前当期純利益４億９千２百万円、減価償却費７億２千万円、減損損失１億９千８百万円による増加があっ

たこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、４億７千２百万円（前年同期は５千１百万円）となりました。これは有形固定資

産の取得による支出３億８千６百万円、差入保証金の差入による支出１億９千９百万円があった一方で、差入保証金

の回収による収入２億１千３百万円があったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、５億円（前年同期は４億５千９百万円）となりました。これは、長期借入れによ

る収入13億円があった一方で、長期借入金の返済による支出14億４千４百万円、リース債務の返済による支出３億４

千３百万円があったこと等によるものであります。 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。 

  
前連結会計年度 
（百万円） 

当連結会計年度 
（百万円） 

比較増減（百万円） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  1,453  1,515  62

投資活動によるキャッシュ・フロー  △51  △472  △420

財務活動によるキャッシュ・フロー  △459  △500  △41

現金及び現金同等物に係る換算差額  0  26  25

現金及び現金同等物の増減額  943  568  △374

現金及び現金同等物の期首残高  2,107  3,050  943

現金及び現金同等物の期末残高  3,050  3,619  568

  平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 

自己資本比率（％）  27.7  28.2  29.4

時価ベースの自己資本比率（％）  77.2  80.5  86.2

キャッシュ・フロー対有利子負債比

率（年） 
 －  3.3  3.3

インタレスト・カバレッジ・レシオ

（倍） 
 －  16.5  15.1
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題の一つと認識しており、株主資本の充実を図るとともに、安

定的な配当及び株主優待券の発行を継続して行うことを基本方針としております。 

当期末の配当金につきましては、配当の継続性を重視し、１株当たり６円とさせていただく予定です。今後も業

績・投資計画・株主資本の状況等を勘案したうえで、安定的・継続的に配当を行うよう努めてまいります。 

また内部留保につきましては、新規出店及び既存店舗の改装等、厳しい競争を勝ち抜くための取り組み等に活用し

てまいります。 

また、次期の配当金につきましては、１株当たり期末６円を予定しております。 

(4）事業等のリスク 

当社グループの事業等のリスクについて、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のよう

なものがあります。 

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。 

① 競合の状況について 

当社グループの属する外食産業におきましては、マーケットが飽和、成熟段階に入っており、お客様のニーズの変

化、多様化に応えるため、企業間の差別化競争が一層激しくなっております。 

当社グループといたしましては、常に顧客動向に敏感に反応しながら、商品開発、サービスの向上並びに、快適な

店舗づくりに取り組んでまいりますが、今後の競争の状況によっては、当社グループの財政状態及び経営成績が影響

を受ける可能性があります。 

② 食材等の市況について 

当社グループの扱う食材のうち、魚介類、農産物は、天候等の影響による収穫量の変動に伴う市況の変動リスクを

負っております。さらに海外産の冷凍水産物等は、現地の市況、為替の変動による国内市況変動のリスクがありま

す。 

当社グループでは、産地の分散、複数社購買等により、低価格かつ安定的な購入に努めておりますが、上記諸事情

等により食材市況が大幅に変動した場合、仕入価格の上昇、食材の不足等により、当社グループの財政状態及び経営

成績が影響を受ける可能性があります。 

③ 当社グループの出店方針について 

当社グループは、レストラン関連事業を行っており、直営店舗数は平成25年３月期末現在160店舗となっておりま

す。 

出店立地としては、ロードサイドの外食や物販が集積した相乗効果を発揮する場所、集客力のあるショッピングセ

ンター敷地内等を基本としておりますが、駅前やビルイン等市街地につきましても、今後の出店戦略の中で重要な立

地と位置づけております。 

出店方針としては、ドミナントエリアの構築、利益に対する投資割合、社内体制等を総合的に勘案することに加

え、出店とあわせて、スクラップ＆ビルド及び既存店の改装や業態転換等各種の方策を総合的に検討しながら、進め

ていく方針であります。 

当社グループは、上記出店方針を継続する計画でありますが、物件獲得競争の激化や、家賃相場の上昇等各種要因

により、計画どおり、出店、退店が、適時に行えず、当社グループの財政状態及び経営成績が影響を受ける可能性が

あります。 
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④ 法的規制等について 

当社グループは、「食品衛生法」の法的規制を受けており、店舗毎に所轄の保健所を通じての営業許可を取得して

おります。 

当社グループの取扱商品は食材が主体でありますので、衛生管理には特に留意し、衛生管理室により、流通センタ

ー、各店舗の食材、従業員、設備備品の定期検査を実施しております。食材については、当社納入時及び店舗段階で

のサンプル回収による細菌検査を実施しております。 

検査の結果、細菌数の多い納入業者に対しては、注意勧告、取引停止等の措置で対応しております。店舗段階にお

いては、食材の検体回収はもちろんのこと、手指、まな板、すし握り機等の設備、備品からの拭き取りによる細菌検

査、その結果を受けての改善指導、再検査というかたちで実施しております。 

さらに従業員の保菌検査については定期的に外部検査機関に委託して実施しております。  

上記のように、当社グループは積極的に衛生管理に取り組んでおりますが、当社グループ固有の衛生問題のみなら

ず、社会全般にわたる一般的な衛生問題等が発生した場合、当社グループの財政状態及び経営成績が影響を受ける可

能性があります。 

⑤ 差入保証金について 

当社グループでは、賃借による出店を基本としております。このため、店舗用建物の契約時に賃貸人に対し保証金

を差し入れます。当該店舗に係る差入保証金の残高は、平成25年３月期末現在21億５千７百万円（連結総資産に対し

17.8％）であります。 

当社グループの賃貸借契約においては、当該保証金は期間満了による契約解消時に一括返還されるか、一定期間経

過後数年にわたって均等返還されるかが通例となっており、契約毎に返還条件は異なっておりますが、賃貸側の経済

的破綻等予期せぬ事態が発生した場合には、その一部または全額が回収出来なくなる可能性もあります。また、契約

に定められた期間満了日前に中途解約をした場合は、契約内容に従って契約違約金の支払が必要となります。 

⑥ 海外フランチャイズ契約について 

当社グループは、平成25年３月期末時点で米国に直営店舗が18店舗あり、ハワイ市場での寡占化を図るともに、米

国本土への店舗展開を開始しております。 

またアジア・中東地域にあっては、現地の優良法人とのフランチャイズ方式によって70店舗を展開しております。

当社グループは、これまで、フランチャイズ先と良好な関係を構築しており、今後もフランチャイズ展開を継続す

る計画であります。しかしながら、今後、フランチャイズ先との交渉、競合会社との条件競争等により、良好な関係

を維持できない場合等には、当社グループの財政状態及び経営成績が影響を受ける可能性があります。 

⑦ 自然災害等について 

当社グループは、国内・海外において、店舗展開しておりますが、予期せぬ火災、テロ、戦争、疫病、地震、異常

気象等の人災や天災により、店舗の損壊、店舗への商品供給の停止及びその他店舗の営業継続に支障をきたす事態が

発生した場合、当社グループの財政状態及び経営成績が影響を受ける可能性があります。 
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 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、子会社１社及びその他の関係会社１社により構成されておりレ

ストラン関連事業を行っております。 

 当社グループの、事業の内容及び当該事業における当社及び関係会社の位置づけは次のとおりであります。 

 なお、次の部門は ４．連結財務諸表 注記事項に掲げるセグメントの区分と同一であります。 

（レストラン事業）  当社及び子会社のGENKI SUSHI USA,INC.において、回転寿司等の展開を行っております。 

（フランチャイズ事業） 当社において、海外フランチャイズ展開を行っております。 

（その他） その他の関係会社の㈱神明において、米穀卸売業を行っております。  

（事業系統図） 

 以上述べた事項を事業系統図によって示すと、次のとおりであります。 

 
（関係会社の状況） 

（注）１．「主要な事業の内容」欄には、セグメントの名称を記載しております。 

２．企業集団の状況

名称 住所 資本金
主要な事業
の内容 

議決権の所有
（または被所
有）割合
（％） 

関係内容 

（連結子会社）   千米ドル     

GENKI SUSHI 
USA,INC. 

米国ハワイ州 500 レストラン  100.0

当社より一部食材等の供給を受けている。 

当社へロイヤリティーの支払をしている。 

当社より資金援助を受けている。 

役員の兼任等…有 

（その他の関係会社）   百万円     

㈱神明 神戸市中央区 589 その他  (28.4)

業務上の提携関係にある。 

当社へ食材の販売をしている。 

役員の兼任等…無 
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(1）会社の経営の基本方針 

当社グループは「回転寿司を通して社会に貢献し、日本全国から世界へと寿司文化の普及拡大をめざす」ことを経

営理念に掲げております。 

この理念に基づき、お客様からは高い評価とゆるぎない信頼を得るためにＱ（クオリティ）・Ｓ（サービス）・Ｃ

（クレンリネス）を徹底し、また株主様には堅実で安定した会社経営と業績の進展で期待に応えるよう努力してまい

ります。 

(2）目標とする経営指標 

当社グループは、利益を安定的に確保し、企業価値を高めるという観点から売上高営業利益率（５％以上）、自己

資本当期純利益率（10％以上）を経営指標としております。 

(3）中長期的な会社の経営戦略 

① 国内の店舗展開 

国内における店舗展開につきましては、首都圏や既存出店エリアのドミナント化を念頭において、タッチパネ

ル、トリプルスマイルレーンを設置した進化型「魚べい」の出店を加速してまいります。また、おいしさと値頃感

「元気寿司」、本物志向「千両」については更にブラッシュアップを図り、地域市場性を十分考慮しながら出店を

進めてまいります。 

② 海外の店舗展開 

海外における店舗展開につきましては、米国ハワイの直営子会社を通してハワイ市場の寡占化を図るとともに、

米国本土への出店を進めてまいります。またアジア・中東地域にあっては、現地の優良法人とのフランチャイズ方

式によって今後も積極的に展開して行く方針であります。 

(4）会社の対処すべき課題 

国内の店舗展開につきましては、同業他社との厳しい競争がある中、「魚べい」業態への転換及び出店の加速によ

り収益基盤が改善してまいりました。 

また、海外の店舗展開につきましては、日本食・健康食ブームを受け、同業他社の海外進出も始まっております

が、先行メリットをより生かしながら堅調に展開しております。 

このような状況の中、更なる収益力の向上をめざし、次のとおり進めてまいります。 

① 営業力の強化 

② 次世代を担う人材の育成 

③ 効率的な食材調達と魅力ある商品の開発 

④ 精度の高い立地選定  

⑤ 子会社及びフランチャイジーとの連携・支援強化 

⑥ 財務体質の改善 

これにより、他社との差別化を図りながら企業価値の増大に向けて取り組んで行きたいと考えております。 

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,050,063 3,619,024

売掛金 142,589 199,957

商品及び製品 237,512 233,618

原材料及び貯蔵品 58,333 43,803

繰延税金資産 260,397 323,446

その他 270,883 268,383

貸倒引当金 △2,018 △2,743

流動資産合計 4,017,761 4,685,489

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,530,453 5,510,505

機械装置及び運搬具 292,373 290,612

土地 761,962 728,824

リース資産 1,539,564 2,213,948

その他 712,406 746,527

減価償却累計額 △5,072,419 △5,302,673

有形固定資産合計 3,764,341 4,187,744

無形固定資産   

借地権 68,558 68,308

その他 103,108 97,042

無形固定資産合計 171,667 165,351

投資その他の資産   

投資有価証券 40,711 43,318

差入保証金 2,263,874 2,157,896

繰延税金資産 122,016 174,129

投資不動産 1,027,316 1,224,833

減価償却累計額 △432,150 △603,909

その他 96,101 122,045

貸倒引当金 △4,353 △8,243

投資その他の資産合計 3,113,517 3,110,070

固定資産合計 7,049,526 7,463,166

資産合計 11,067,288 12,148,656
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 922,434 1,015,706

短期借入金 1,251,910 1,192,687

リース債務 259,312 374,082

未払費用 700,194 788,900

未払法人税等 93,000 138,381

賞与引当金 175,000 225,000

資産除去債務 1,500 23,230

その他 428,669 503,517

流動負債合計 3,832,021 4,261,504

固定負債   

長期借入金 2,103,641 2,018,858

リース債務 1,141,389 1,443,113

繰延税金負債 13,533 29,060

長期リース資産減損勘定 475,887 433,539

資産除去債務 315,252 335,614

その他 66,138 59,553

固定負債合計 4,115,842 4,319,740

負債合計 7,947,863 8,581,244

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,151,528 1,151,528

資本剰余金 1,344,671 1,344,671

利益剰余金 857,556 1,270,438

自己株式 △70,332 △70,608

株主資本合計 3,283,424 3,696,029

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,178 2,910

為替換算調整勘定 △165,178 △131,529

その他の包括利益累計額合計 △163,999 △128,618

純資産合計 3,119,424 3,567,411

負債純資産合計 11,067,288 12,148,656
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 23,216,645 24,598,893

売上原価 9,606,449 10,204,761

売上総利益 13,610,195 14,394,131

販売費及び一般管理費   

賃借料 1,921,491 1,940,008

給料及び手当 6,633,971 6,890,798

賞与引当金繰入額 171,486 225,000

その他 4,496,023 4,639,334

販売費及び一般管理費合計 13,222,972 13,695,140

営業利益 387,223 698,991

営業外収益   

受取利息 572 631

受取配当金 235 252

為替差益 － 64,035

仕入割引 53,719 －

受取賃貸料 58,914 60,492

雑収入 54,394 46,534

営業外収益合計 167,836 171,946

営業外費用   

支払利息 87,480 100,152

為替差損 6,197 －

賃貸費用 25,037 25,972

雑損失 854 708

営業外費用合計 119,570 126,832

経常利益 435,488 744,104

特別利益   

固定資産売却益 － ※1  485

賃貸借契約解約損戻入益 73,460 －

特別利益合計 73,460 485

特別損失   

固定資産除却損 ※2  1,869 ※2  8,004

投資有価証券評価損 3,578 －

減損損失 ※3  94,577 ※3  198,708

賃貸借契約解約損 4,754 45,523

特別損失合計 104,781 252,237

税金等調整前当期純利益 404,168 492,352

法人税、住民税及び事業税 76,568 140,530

法人税等調整額 △11,413 △74,305

法人税等合計 65,154 66,224

少数株主損益調整前当期純利益 339,013 426,127

当期純利益 339,013 426,127
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 339,013 426,127

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,396 1,731

為替換算調整勘定 △1,939 33,648

その他の包括利益合計 ※1,2  456 ※1,2  35,380

包括利益 339,470 461,508

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 339,470 461,508

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 1,151,528 1,151,528

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,151,528 1,151,528

資本剰余金   

当期首残高 1,344,671 1,344,671

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,344,671 1,344,671

利益剰余金   

当期首残高 518,542 857,556

当期変動額   

剰余金の配当 － △13,245

当期純利益 339,013 426,127

当期変動額合計 339,013 412,882

当期末残高 857,556 1,270,438

自己株式   

当期首残高 △70,204 △70,332

当期変動額   

自己株式の取得 △128 △276

当期変動額合計 △128 △276

当期末残高 △70,332 △70,608

株主資本合計   

当期首残高 2,944,538 3,283,424

当期変動額   

剰余金の配当 － △13,245

当期純利益 339,013 426,127

自己株式の取得 △128 △276

当期変動額合計 338,885 412,605

当期末残高 3,283,424 3,696,029
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △1,217 1,178

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,396 1,731

当期変動額合計 2,396 1,731

当期末残高 1,178 2,910

為替換算調整勘定   

当期首残高 △163,238 △165,178

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,939 33,648

当期変動額合計 △1,939 33,648

当期末残高 △165,178 △131,529

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △164,456 △163,999

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 456 35,380

当期変動額合計 456 35,380

当期末残高 △163,999 △128,618

純資産合計   

当期首残高 2,780,082 3,119,424

当期変動額   

剰余金の配当 － △13,245

当期純利益 339,013 426,127

自己株式の取得 △128 △276

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 456 35,380

当期変動額合計 339,342 447,986

当期末残高 3,119,424 3,567,411
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 404,168 492,352

減価償却費 684,099 720,903

減損損失 94,577 198,708

貸倒引当金の増減額（△は減少） △36,869 4,615

賞与引当金の増減額（△は減少） 105,000 50,000

受取利息及び受取配当金 △807 △883

支払利息 87,480 100,152

賃貸借契約解約損戻入益 △73,460 －

固定資産除売却損益（△は益） 1,869 7,519

賃貸借契約解約損 4,754 45,523

売上債権の増減額（△は増加） 10,604 △56,508

たな卸資産の増減額（△は増加） △16,584 20,317

仕入債務の増減額（△は減少） 220,200 84,285

その他 97,605 41,229

小計 1,582,640 1,708,217

利息及び配当金の受取額 822 879

利息の支払額 △88,023 △100,544

法人税等の支払額 △41,645 △92,577

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,453,793 1,515,975

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △565,306 △386,603

有形固定資産の売却による収入 － 2,733

無形固定資産の取得による支出 △8,979 △22,928

差入保証金の差入による支出 △136,518 △199,850

差入保証金の回収による収入 720,074 213,302

その他 △61,188 △79,164

投資活動によるキャッシュ・フロー △51,918 △472,511

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 －

長期借入れによる収入 1,600,000 1,300,000

長期借入金の返済による支出 △1,524,942 △1,444,006

リース債務の返済による支出 △234,670 △343,235

配当金の支払額 － △13,245

その他 △128 △276

財務活動によるキャッシュ・フロー △459,740 △500,763

現金及び現金同等物に係る換算差額 890 26,261

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 943,024 568,960

現金及び現金同等物の期首残高 2,107,039 3,050,063

現金及び現金同等物の期末残高 3,050,063 3,619,024
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該当事項はありません。 

１．連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社数……１社 

連結子会社名 GENKI SUSHI USA,INC. 

(2）非連結子会社はありません。 

２．持分法の適用に関する事項 

該当事項はありません。 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の事業年度の末日は連結決算日と一致しております。 

４．会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主と

して移動平均法により算定） 

時価のないもの 

移動平均法による原価法 

② たな卸資産 

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を

採用しております。 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物  ７～31年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用して

おります。 

③ リース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

なお、当社は所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

④ 投資不動産 

定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物  ７～31年 

（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）
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(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

従業員の賞与の支給に充てるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しております。 

(4）重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。 

なお、在外子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平

均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。 

(5）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか

負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

(6）その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

税抜方式によっており、控除対象外消費税等は、発生連結会計年度の費用として処理しております。 

（減価償却方法の変更） 

当社及び在外連結子会社は、有形固定資産（リース資産を除く）及び投資不動産の減価償却方法は定率法（た

だし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに在外連結子会社の建物については定額

法）を採用しておりましたが、当連結会計年度より定額法に変更しております。 

この変更は、直近３連結会計年度における多数の不採算店舗の退店、既存店の業態転換を含めた改装等の実施

及び新規出店を実施したことを機に、有形固定資産等の使用状況を検証した結果、店舗運営コストと売上の対応

の観点から、設備投資のコストを毎期平均的に負担させることが会社の経済的実態を合理的に反映させることが

できると判断し、定額法に変更するものであります。 

この変更により、当連結会計年度の営業利益が36,431千円増加し、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそ

れぞれ34,270千円増加しております。   

（会計方針の変更）
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１ 当座貸越契約及び貸出コミットメント 

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。 

この契約に基づく連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。 

（連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

当座貸越極度額 千円 2,100,000 千円 2,100,000

借入実行残高  －  －

差引額  2,100,000  2,100,000
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※１ 固定資産売却益の内容は次のとおりであります。 

  

※２ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。 

※３ 減損損失 

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、店舗を基本単位としたグルーピングを行って

おります。 

店舗のうち収益性が低下した資産、遊休資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

千円を減損損失として計上しております。 

  

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、店舗を基本単位としたグルーピングを行って

おります。 

店舗のうち収益性が低下した資産、遊休資産について及び共用資産のうち入替予定資産について、帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額 千円を減損損失として計上しております。 

※減損損失の内訳 

なお、当該資産グループの回収可能価額は、使用価値により算定しております。使用価値は、将来キャッシュ・フロ

ーを ％で割り引いて算定しております。 

（連結損益計算書関係）

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

その他 千円 － 千円 485

計  －  485

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

建物及び構築物 千円 1,514 千円 7,004

リース資産  －  322

その他  354  678

計  1,869  8,004

場所 用途 種類 
減損損失 
（千円） 

栃木県宇都宮市他 店舗 建物等 91,591

栃木県足利市他 遊休資産 土地 2,986

94,577

場所 用途 種類 
減損損失 
（千円） 

栃木県宇都宮市他 店舗 建物等 144,880

栃木県足利市他 遊休資産 土地 5,827

栃木県宇都宮市 共用資産 無形固定資産 48,000

198,708

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

建物及び構築物 千円 48,878 千円 66,159

リース資産  41,289  71,057

無形固定資産  －  48,000

投資不動産  2,986  5,827

その他  1,423  7,663

計  94,577  198,708

5.0
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※１  その他の包括利益に係る組替調整額 

  

※２  その他の包括利益に係る税効果額 

   

（連結包括利益計算書関係）

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

その他有価証券評価差額金： 

当期発生額 千円 △468 千円 2,606

組替調整額  3,578  －

計  3,110  2,606

為替換算調整勘定：     

当期発生額  △1,939  33,648

税効果調整前合計  1,170  36,255

税効果額  △713  △874

その他の包括利益合計  456  35,380

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

その他有価証券評価差額金： 

税効果調整前 千円 3,110 千円 2,606

税効果額  △713  △874

税効果調整後  2,396  1,731

為替換算調整勘定：     

税効果調整前  △1,939  33,648

税効果額  －  －

税効果調整後  △1,939  33,648

その他の包括利益合計     

税効果調整前  1,170  36,255

税効果額  △713  △874

税効果調整後  456  35,380
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前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 （注） 普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

該当事項はありません。 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

（連結株主資本等変動計算書関係）

  
当連結会計年度期
首株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株） 

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式         

普通株式       8,882  －  －  8,882

合計  8,882  －  －  8,882

自己株式         

普通株式     （注）  52  0  －  52

合計  52  0  －  52

(決議） 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成24年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  13,245 利益剰余金  1.5 平成24年３月31日 平成24年６月27日
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当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 （注） 普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

１．現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

２．重要な非資金取引の内容 

  
当連結会計年度期
首株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株） 

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式         

普通株式       8,882  －  －  8,882

合計  8,882  －  －  8,882

自己株式         

普通株式     （注）  52  0  －  52

合計  52  0  －  52

(決議） 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成24年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  13,245 利益剰余金  1.5 平成24年３月31日 平成24年６月27日

(決議） 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成25年６月21日 

定時株主総会 
普通株式  52,981 利益剰余金  6.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
  
  

前連結会計年度 
（自  平成23年４月１日 
至  平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日） 

現金及び預金勘定 3,050,063千円 千円 3,619,024

現金及び現金同等物 3,050,063    3,619,024

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

ファイナンス・リース取引に係る資産及

び債務の額 
741,342千円 千円 719,763
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１．ファイナンス・リース取引 

所有権移転外ファイナンス・リース取引 

① リース資産の内容 

有形固定資産 

店舗における建物、工具器具及び備品であります。 

② リース資産の減価償却の方法 

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項「４．会計処理基準に関する事項 （２）重要な減価償却資産

の減価償却の方法」に記載のとおりであります。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が、平成20年３月31日以前のリース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており、その内容は次のとおりであります。 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額 

（単位：千円）

  

（単位：千円）

(2）未経過リース料期末残高相当額等 
（単位：千円） 

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額及び減損損失 

（単位：千円）

(4）減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

(5）利息相当額の算定方法 

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当額とし、各期への配分方法については、利息法

によっております。 

（リース取引関係）

   前連結会計年度（平成24年３月31日） 

  取得価額相当額 減価償却累計額相当額 減損損失累計額相当額 期末残高相当額 

建物 2,034,047 1,157,234 519,028 357,784 

工具、器具及び備品 619,951 506,823 21,695 91,431 
合計 2,653,998 1,664,058 540,724 449,215 

   当連結会計年度（平成25年３月31日） 

  取得価額相当額 減価償却累計額相当額 減損損失累計額相当額 期末残高相当額 

建物  1,730,401  979,096  473,280  278,024

工具、器具及び備品  361,708  332,147  12,111  17,449
合計  2,092,109  1,311,243  485,391  295,473

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日）  
当連結会計年度 

（平成25年３月31日）  

未経過リース料期末残高相当額 

１年内 200,629  118,349

１年超 707,015  555,088

合計 907,644 673,438
リース資産減損勘定の残高 558,676 516,098

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

支払リース料 316,899  252,514

リース資産減損勘定の取崩額 94,607 81,665

減価償却費相当額 175,071 129,721

支払利息相当額 28,184 21,521
減損損失 198  64,303
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２．オペレーティング・リース取引 
オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料 

（単位：千円）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

（注）繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に含まれております。 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ

た主要な項目別の内訳 

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

１年内 247,642  267,281

１年超 1,257,619  1,230,055
合計 1,505,261  1,497,336

（税効果会計関係）

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日）
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

繰延税金資産      

建物・構築物 千円 496,928  千円 447,705

土地・借地権  365,559   367,969

少額減価償却資産  20,769   14,422

貸倒引当金  3,808   5,175

未払事業税  8,294   8,671

賞与引当金  65,975   84,825

リース資産減損勘定  202,725   169,371

繰越欠損金  598,184   461,959

資産除去債務  111,849   135,987

その他  227,362   305,244

繰延税金資産小計  2,101,457   2,001,331

評価性引当額  △1,718,999   △1,503,710

繰延税金資産合計  382,458   497,621

繰延税金負債      

資産除去債務に対応する資産  △12,819   △27,472

その他  △757   △1,633

繰延税金負債合計  △13,577   △29,106

繰延税金資産（負債）の純額  368,880   468,515

  
  

前連結会計年度 
（平成24年３月31日）

当連結会計年度 
（平成25年３月31日） 

流動資産－繰延税金資産 千円 260,397  千円 323,446

固定資産－繰延税金資産  122,016   174,129

固定負債－繰延税金負債  △13,533   △29,060

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日）
当連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

法定実効税率 ％40.4 ％37.7

（調整）      

住民税均等割等  17.4   15.5

評価性引当金  △52.7   △43.5

交際費等永久に損金に算入されない項目  6.5   5.3

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正  3.8   －

その他  0.7   △1.5

税効果会計適用後の法人税等の負担率  16.1   13.5
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 資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの 

イ 当該資産除去債務の概要 

 店舖用土地及び建物の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務等であります。 

ロ 当該資産除去債務の金額の算定方法 

 使用見込期間を取得から７年と見積り、割引率は0.269％から1.128％を使用して資産除去債務の金額を計算

しております。 

ハ 当該資産除去債務の総額の増減 

ニ 資産除去債務の金額の見積の変更 

 前連結会計年度において、資産の除去時点において必要とされる除去費用が、固定資産取得時における見積

額と相違する見込みであることが明らかになったことから、見積りの変更による増加額を変更前の資産除去債

務残高に10,781千円加算しております。 

 また、当連結会計年度において、資産の除去時点において必要とされる除去費用が、固定資産取得時におけ

る見積額と相違する見込みであることが明らかになったことから、見積りの変更による増加額を変更前の資産

除去債務残高に52,200千円加算しております。 

（資産除去債務関係）

  
前連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

期首残高 347,744千円 千円 316,752

有形固定資産の取得に伴う増加額 15,314  34,537

時の経過による調整額 621  729

資産除去債務の履行による減少額 △57,710  △45,374

見積りの変更による増加額 10,781  52,200

期末残高 316,752  358,844

元気寿司㈱　(9828)　平成25年３月期　決算短信

－25－



１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、レストラン関連事業を行っており、直営、フランチャイズのサービス形態別に国内及び海外の包括

的な戦略を立案し、事業展開しております。 

したがって、当社は、サービス形態別のセグメントから構成されており、「レストラン事業」及び「フラン

チャイズ事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「レストラン事業」は、国内及び海外において回転寿司を中心とした直営レストランの店舗展開を行ってお

ります。「フランチャイズ事業」は、海外においてフランチャイズ加盟店の募集及び加盟店の経営指導等を行

っております。  

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部売上高または振替高は、主に市場価格や製造原価に基づいております。 

３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自平成23年４月１日  至平成24年３月31日） 

（注）１．セグメント利益の調整額△53,016千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。 

セグメント資産の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない本社及びセンターの固定資産等でありま

す。 

その他の項目の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び損失、有形固定資産及び無

形固定資産の取得価額であります。 

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

（単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

連結 
財務諸表 
計上額 
（注）２ 

レストラン フランチャイズ 計 

売上高           

外部顧客への売上高  22,098,557  1,118,088  23,216,645  －  23,216,645

セグメント間の内部売上
高または振替高 

 －  69,508  69,508  △69,508  －

計  22,098,557  1,187,596  23,286,153  △69,508  23,216,645

セグメント利益  159,585  280,653  440,239  △53,016  387,223

セグメント資産  8,404,860  332,500  8,737,361  2,329,867  11,067,228

その他の項目                              

減価償却費  624,938  －  624,938  59,161  684,099

特別損失                              

（減損損失）  91,591  －  91,591  2,986  94,577

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
 1,344,023  －  1,344,023  27,754  1,371,777
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当連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。 

２．セグメント利益の調整額△92,421千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。 

セグメント資産の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない本社及びセンターの固定資産等でありま

す。 

その他の項目の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び損失、有形固定資産及び無

形固定資産の取得価額であります。 

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

減価償却方法の変更に記載のとおり、有形固定資産（リース資産を除く）及び投資不動産の減価償却方法は

定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに在外連結子会社の建物につ

いては定額法）を採用しておりましたが、当連結会計年度より定額法に変更しております。この変更により、

従来の方法に比べて当連結会計年度のレストラン事業のセグメント利益が41,903千円増加し、調整額のセグメ

ント利益が5,472千円減少しております。 

（単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

連結 
財務諸表 
計上額 
（注）３ 

レストラン 
フランチャ

イズ 
計 

売上高               

外部顧客への売上高  23,371,290  1,227,603  24,598,893  －  24,598,893  －  24,598,893

セグメント間の内部売
上高または振替高 

 －  65,375  65,375  －  65,375  △65,375  －

計  23,371,290  1,292,978  24,664,269  －  24,664,269  △65,375  24,598,893

セグメント利益  420,460  370,951  791,412  －  791,412  △92,421  698,991

セグメント資産  9,365,572  427,823  9,793,395  －  9,793,395  2,355,260  12,148,656

その他の項目                                          

減価償却費  669,698  －  669,698  －  669,698  51,205  720,903

特別損失                                          

（減損損失）  144,880  －  144,880  －  144,880  53,827  198,708

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額 
 1,158,410  －  1,158,410  －  1,158,410  98,847  1,257,258
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前連結会計年度（自平成23年４月１日  至平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。 

(2）有形固定資産 

３．主要な顧客ごとの情報 

外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高であって、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める

ものがないため、記載を省略しております。 

   

当連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。 

(2）有形固定資産 

３．主要な顧客ごとの情報 

外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高であって、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める

ものがないため、記載を省略しております。 

   

前連結会計年度（自平成23年４月１日  至平成24年３月31日）及び当連結会計年度（自平成24年４月１日  至

平成25年３月31日） 

３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報に記載のと

おりであります。  

該当事項はありません。  

該当事項はありません。 

ｂ．関連情報

（単位：千円）

  レストラン フランチャイズ 合計 

外部顧客への売上高  22,098,557  1,118,088  23,216,645

（単位：千円）

日本 米国 合計 

 3,154,853  609,488  3,764,341

（単位：千円）

  レストラン フランチャイズ 合計 

外部顧客への売上高  23,371,290  1,227,603  24,598,893

（単位：千円）

日本 米国 合計 

 3,630,085  557,659  4,187,744

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

該当事項はありません。 

金融商品、有価証券、賃貸等不動産に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくな

いと考えられるため開示を省略しております。 

（１株当たり情報）

  
  
  

前連結会計年度 
（自  平成23年４月１日 
至  平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭 353 25 円00銭 404

１株当たり当期純利益金額 円 銭 38 39 円 銭 48 26

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 
潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

  
前連結会計年度 

(自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額            

当期純利益金額               （千円）  339,013  426,127

普通株主に帰属しない金額     （千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益金額 （千円）  339,013  426,127

期中平均株式数          （千株）  8,830  8,830

（重要な後発事象）

（開示の省略）
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（１）役員の異動 

① 代表取締役の異動 

  該当事項はありません。 

② その他の役員の異動 

 ・新任取締役候補 

    取締役 藤尾 益雄（現 ㈱神明代表取締役社長） 

    取締役 大沢 祐司（現 執行役員営業企画部長） 

     （注）藤尾 益雄は社外取締役の候補者であります。 

 ・退任予定取締役 

    取締役 新美 司 

 ・新任監査役候補 

   （非常勤）監査役 田中 義昭（現 ㈱神明常務取締役）  

    （注）田中 義昭は、社外監査役の候補者であります。 

③ 異動予定日 

   平成25年６月21日 

５．その他
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